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１　前報（昭和qq 年関西支部例会）=では織物り曲げ



剛 さの測定法中，振動法 とタラーク法，及び カンチ レバ

ー法とクラーク法間に存在 する相関性を 実験綺 果より考

察 した。

２　今回は引続いて200 余種 の織物の曲げ剛さを，数

種の測定方法中から クラーク法，カンチレバー法（前回

･の測定 装置を改良し，垂下 長の測定に精度を持だしたも

･ので新 たに測定した｡）及び ハートル ープ法の 方法に よ

って，相互 の相聞

歌 の試片 についてJIS に準じて測定し，それらの結果

を綜合的に統計的 考察を加え，各方 法間 に存在す る相関

々係の有無を検定し，あわ せてそれらの母相関係数を確

jかめた。

８　その結果，相互の測定方法 の間に高度 に有意な相

関 性のあ る ものは クラーク法と カンチレバー法で ある

た。更 にこれらm 物の腰 の強さを主 観的 に２分評価すっ

’事によって，剛いもの，軟 かい ものに有効なそれぞれの

測 定方 法の吟味を試みた。
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